
SOHO衛星CDSと飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡による極紫外線と
Hα線のブリンカーの観測

ブリンカーは太陽大気の遷移層のスペクトル線で見られる増光現象で、 SOHO衛星の
極紫外線分光器であるCDSの観測により発見され、名付けられました (Harrison，1997)。
2002年にSOHO衛星CDSと飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡(DST)で行なわれた協同
観測では、時間分解能の高い観測を行なって、活動領域における寿命の短いブリンカーの

性質を調べました。我々のねらいは、遷移層で見られるブリンカーと、 Hαで見られる彩
層の構造の関係を明らかにすることでした。観測の結果、ブリンカーに対応するHαの増
光現象が初めて確認されました。図の上段と中段は、 CDSで観測されたHe1 584AとO
v 630Aでの短寿命のブリンカーの例です。 He1は彩層の上部、 Ovは遷移層で形成さ
れるスペクトル線です。ブリンカーは図中の円で囲った明るい領域で、寿命は3分未満の

現象です。図の下段で円で、囲った領域は、ブリンカーに対応する彩層のHαでの増光現象
を示します。 Hαの増光現象は、遷移層のブリンカーよりもずっと弱しミために検出するこ
とは容易ではありませんが、寿命はブリンカーとほぼ同じで、最も明るい点の場所も一致

していることがわかりました。この発見は、ブリンカーがこれまで考えられていたよりも

ず、っと広い温度範囲で起こり得ることを示唆するものです。また、遷移層の極紫外線では

ブリンカーにともなう下降流が検出され、スペクトル線の幅が広がることもわかりまし

た。これらの新しい観測結果は、ブリンカーを発生させる物理機構の解明に役立つと期待

されます。
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図:CDSとDSTで観測されたブリンカーの例。上段:CDS He 1 584A、中段:CDS 0 v 
630A、下段:DST Hα。CDSの視野は 16乍120"、DSTの視野は48"x120"
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